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※一般質問 議員が行政全般にわたり、市長等の理事者に対し、事務の執行状況や将来の方針等について
説明を求め、疑問点をただすために行う質問のことをいいます。

問	

町
内
会
へ
の
加
入
は
任
意
か
。
ま
た
、
原
則
、
全
戸
加
入
か
。
行
政
に
は
、
も
っ
と

自
分
事
と
し
て
町
内
会
加
入
の
促
進
を
強
く
勧
め
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答	

町
内
会
へ
の
加
入
は
、
法
的
に
任
意
で
あ
る
た
め
、
加
入
の
強
制
は
で
き
な
い
。

市
民
自
治
の
基
本
で
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
災

害
時
の
安
否
確
認
や
支
え
合
い
な
ど
の
関
係
に
繋
が
る
た
め
、
全
て
の
世
帯
の
町

内
会
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

	

・
紫
式
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

町
内
会
へ
の
未
加
入
問
題
に
つ
い
て

会
派　

創
至

能の

勢せ

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

問	

本
市
は
令
和
４
年
10
月
に
県
内
初
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」を
導
入
し
た

が
、
他
方
で
は
、
そ
の
拡
充
策
と
し
て
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」を
導
入

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本
市
も
早
期
に
導
入
す
る
よ
う
求
め
る
。

答	

制
度
導
入
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
取
り
組
み
や
そ
の
効
果

な
ど
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
等
か
ら
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
研
究

し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

	

・
長
期
休
暇
期
間
で
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
補
助
に
つ
い
て

	

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
補
助
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大お
お

久く

保ぼ

惠け
い

子こ

問	

議
員
報
酬
は
普
通
交
付
税
上
、
い
く
ら
で
措
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
議
会
費

全
体
と
し
て
普
通
交
付
税
の
範
囲
内
な
の
か
。

答	

普
通
交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
る
議
員
報
酬
は
、総
務
省
の
資
料
に
よ
る
と
、

令
和
６
年
度
算
定
で
は
、
議
長
・
副
議
長
・
議
員
と
も
月
額
32
万
９
千
円
で
あ
る
。

	
議
会
費
は
、
普
通
交
付
税
上
、
包
括
算
定
経
費（
人
口
）で
算
定
さ
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
１
億
４
８
０
０
万
円
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
議
会

費
の
一
般
財
源
は
２
億
４
４
０
０
万
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
通
交
付
税
で
措
置

さ
れ
て
い
る
額
よ
り
９
６
０
０
万
円
多
い
状
況
に
あ
る
。

他
の
質
問
項
目

	

・
自
治
振
興
事
業
に
つ
い
て

決
算
を
踏
ま
え
た
財
政
状
況
に
つ
い
て

会
派　

郷
働

城き

戸ど　

茂し
げ

夫お

問	

本
市
に
お
い
て
も
14
歳
か
ら
20
歳
ま
で
の
少
年
の
検
挙
・
補
導
が
増
え
て
い
る
現
状

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
再
犯
防
止
を
含
め
た
本
市
の
考
え
は
。

答	

青
少
年
の
集
団
に
よ
る
犯
罪
が
社
会
問
題
に
な
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
関
連
の
犯
罪
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
厳
し
い
状
況
に
強
い
危
機

感
を
持
っ
て
お
り
、
越
前
警
察
署
や
小
中
高
校
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
が
互
い

に
協
力
し
て
犯
罪
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
非
行
を
し
た
人
の
自
立
や

立
ち
直
り
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
就
労
支
援
や
住
宅
支
援
、

適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

	

・
市
再
犯
防
止
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

	

・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
支
援
に
つ
い
て

刑
法
犯
少
年
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て

会
派　

未
来

題だ
い

佛ぶ
つ　

臣し
ん

一い
ち

諸
派（
公
明
党
）

桶お
け

谷た
に　

耕こ
う

一い
ち

問	

６
年
ぶ
り
に
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
が
行
わ

れ
た
。
１
．５
９
％
基
本
報
酬
を
引
き
下
げ
ら
れ
た
訪
問
介
護
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
パ
ー

の
労
働
環
境
の
改
善
策
は
。

答	

国
で
は
、
10
月
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対
象
に「
介
護
事
業
実
態
調
査
」を

実
施
し
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
状
況
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
地
域
住
民
主
体
で
、

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
等
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
か
ら
広
が
る
こ

と
で
、
訪
問
介
護
員
の
労
働
環
境
改
善
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

	
・
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
等
の
事
業
支
援
に
つ
い
て

	
・
行
政
手
続
き
の
適
正
化
に
つ
い
て

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
訪
問
介
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問	

諸
物
価
高
騰
の
も
と
、
生
活
困
窮
な
ど
で
医
療
費
一
部
負
担
金
が
払
え
な
い
場
合
に
、

国
民
健
康
保
険
で
は
減
額
や
免
除
制
度
が
あ
る
が
、
市
の
制
度
の
現
状
は
ど
う
か
。

制
度
の
存
在
を
広
く
市
民
に
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答	

市
の
国
民
健
康
保
険
施
行
規
則
で
一
部
負
担
金
の
減
額
や
免
除
に
つ
い
て
規
定
し

て
お
り
、
外
来
・
入
院
を
問
わ
ず
対
象
と
な
る
。
制
度
を
知
ら
な
い
た
め
に
治
療

が
遅
れ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知

す
る
。

他
の
質
問
項
目

	

・
現
行
保
険
証
の
廃
止
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
つ
い
て

	

・
子
ど
も
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
の
軽
減
に
つ
い
て

医
療
費
一
部
負
担
金
の
減
額
や
免
除
に
つ
い
て

諸
派（
日
本
共
産
党
）

前ま
え

田だ　

修し
ゅ
う

治じ

問	

昨
年
度
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
の
発
生
を
受
け
て
、
10
月
か
ら
設
置
さ
れ
る

外
部
相
談
窓
口
の
設
置
の
内
容
は
。

答	

職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
な
状
態
で
働
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
全
庁
的
に
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
、
日
常
的
な
対
話
が
大
切
で
あ
る
。
10
月
か
ら
は
臨
床
心

理
士
１
名
を
配
置
し
、
面
談
日
を
月
数
回
予
定
し
て
お
り
、
勤
務
時
間
内
で
の
相

談
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
業
務
量
や
人
間
関
係
な
ど
区
別
な
く
相
談
を
受
け
、

内
容
に
よ
っ
て
は
本
人
了
解
の
も
と
、
人
事
・
法
制
課
と
情
報
共
有
を
行
い
、
風

通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
る
。

10
月
か
ら
の
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て

会
派　

郷
働

川か
わ

崎さ
き　

悟さ
と

司し

問	

厳
し
い
農
地
と
山
を
守
る
た
め
に
も
、改
め
て
、集
落
や
地
域
を
基
盤
と
し
た
営
農
や
、

集
落
に
お
け
る
林
業
の
考
え
方
や
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答	

集
落
の
高
齢
化
や
少
子
化
は
、
集
落
営
農
に
も
反
映
さ
れ
、
継
続
性
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
集
落
外
か
ら
の
人
材
確
保
も
視
野
に
、
県
と
Ｊ
Ａ
と
共
に
、
協
議
組
織

を
形
成
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

	

加
え
て
、
林
業
面
で
は
、
山
の
荒
廃
や
土
砂
災
害
、
鳥
獣
被
害
な
ど
、
私
た
ち
の

生
活
に
直
接
的
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
山
を
守
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
住

む
地
域
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
全
体
が
協
力
し
、
少
し
づ
つ
前
進

す
る
た
め
に
、
山
を
維
持
す
る
地
域
活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

	

・
公
民
館
と
自
治
振
興
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

農
地
と
山
の
保
全
を
集
落
か
ら
考
え
る

一
志
会佐さ

さ々

木き

哲て
つ

夫お



持
続
可
能
な
農
業
の
た
め
の
後
継

者
育
成
を

　
　
農
業
経
営
者
の
育
成
や
、
効
率
性
だ

け
で
な
く
、
き
め
細
や
か
に
、
付
加
価
値

の
高
い
農
業
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
後
継
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
が

伴
走
し
な
が
ら
経
営
者
を
育
て
て
い
く
こ

と
や
、
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て
計
画

を
立
て
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
が
付
加
価
値
の
高
い

農
作
物
を
積
極
的
に
購
入
し
、
地
産
地
消

の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
農
家
を
育
む
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
会
提
案
の
あ
っ
た
住
宅
支
援
事

業
の
成
果
は

　
　
政
策
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と
し
て
、
住

宅
支
援
事
業
の
予
算
編
成
に
対
し
、
議
会

提
案
を
行
っ
た
が
、そ
の
対
応
と
成
果
は
。

　
　
新
住
宅
取
得
推
進
事
業
補
助
金
の
対

象
区
域
を
市
全
域
に
広
め
た
結
果
、
転
入

者
が
増
加
し
た
。
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

補
助
金
は
、
国
の
要
件
緩
和
に
合
わ
せ
、

所
得
制
限
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

申
請
数
が
増
加
し
た
。

　

ま
た
空
き
家
の
現
状
把
握
は
中
心
市
街

地
で
調
査
を
実
施
し
た
。
市
全
域
に
つ
い

て
は
、
有
効
な
調
査
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
。

他
の
質
問

◦
市
営
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て

◦
学
生
合
宿
促
進
に
つ
い
て

産
業
建
設
分
科
会

問答問答

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

デ
ジ
タ
ル
化
の
支
援
は

　
　
総
務
省
の
制
度
で
あ
る
地
域
活
性
化

企
業
人
と
し
て
民
間
の
職
員
が
行
っ
て
い

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
指
導
の
現
状
は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
活
動
実
績
は
、
庁
内

の
Ｄ
Ｘ
相
談
窓
口
や
、
小
学
生
を
対
象
と

し
た
ド
ロ
ー
ン
教
室
の
企
画
、
高
齢
者
の

ス
マ
ホ
教
室
等
が
あ
り
、
令
和
６
年
度
に

つ
い
て
は
、
自
治
振
興
会
で
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
作
成
な
ど
、
自
治
会
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

避
難
所
運
営
の
方
針
は

　
　
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
内
容

は
。

　
　
災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
や
防
災
訓

練
で
は
外
国
人
市
民
へ
の
通
訳
も
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
将
来
的
な
広
域
避
難
所
の
運
営
方
針

は
。

　
　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
各
避
難
者
相

互
の
避
難
所
運
営
を
行
え
る
手
引
書
と
し

て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、
す

ぐ
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
住
民

が
自
主
的
に
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問

◦
地
域
自
治
振
興
事
業
に
つ
い
て

◦
紫
式
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ

い
て

総
務
分
科
会

問答問答問答

　

決
算
は
１
年
間
行
政
が
取
り
組
ん
だ
成
果
を

総
括
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
決
算
審
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
予
算
編
成
に
反
映
す
る

こ
と
で
、
次
年
度
事
業
を
よ
り
効
果
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
令
和
４

年
度
に
政
策
サ
イ
ク
ル
で
取
り
組
ん
だ
住
宅
支

援
事
業
に
つ
い
て
も
、「
予
算
に
反
映
さ
れ
た

か
。」「
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。」
を

し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
た
。

  

調
査
・
研
究
を
継
続

環
境
調
和
型
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

協
議
し
て
い
た
有
機
農
業
だ
け
で
な
く
、
後
継
者

問
題
や
集
約
化
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
知
見
を
深
め

る
た
め
、
今
回
は
継
続
審
査
と
し
、
今
後
も
調
査
研

究
を
継
続
し
、
理
解
と
協
議
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
関
連
記
事
１
面
）

就
労
支
援
の
継
続
を

　
　
住
宅
確
保
支
援
給
付
費
の
内
容
と
内

訳
は
。

　
　
離
職
や
廃
業
等
の
理
由
で
住
宅
を
失

く
し
た
人
、
ま
た
は
、
失
く
す
お
そ
れ
の

あ
る
人
を
対
象
に
、
就
労
活
動
を
す
る
条

件
の
も
と
、家
賃
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
５
年
度
の
支
給
実
績
は
、
７
人
で
、

延
べ
19
件
だ
っ
た
。

　
　
就
労
に
つ
な
が
っ
た
実
績
は
。

　
　
週
１
回
以
上
の
面
接
な
ど
の
就
労
活

動
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
月
２
回
以
上
の

職
業
相
談
を
条
件
と
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
が
就
労
に
結
び
付
い
て
い
る
。

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
の
十
分
な
意

見
交
換
の
も
と
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
す
る
役
割
分
担
を
明
確
に
せ
よ

　
　
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
委
託
し
て
い
る

事
業
を
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
の
運
営
支

援
事
業
の
補
助
金
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

は
可
能
か
。

　
　
当
補
助
金
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ

の
運
営
支
援
で
あ
る
た
め
、
委
託
事
業
と

は
性
質
が
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問

◦
休
日
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
移
行
に
つ
い
て

◦
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
事
業

勘
定
に
お
け
る
実
質
収
支
額
に
つ

い
て

教
育
厚
生
分
科
会

問答問答問答

GIGAスクール構想GIGAスクール構想
問	

小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
、
今
後
の
更
新
計
画
と
通
信
環
境
向
上
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答	

令
和
６
年
度
に
小
学
校
１
、２
年
生
分
、
１
３
０
０
台
の
更
新
を
実
施
す
る
。
来
年
度

以
降
に
更
新
す
る
他
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
基
準
額
を
目
安

に
、
県
内
市
町
で
の
共
同
調
達
に
よ
る
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
通
信
環
境
の

安
定
に
つ
い
て
は
学
習
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

他
の
質
問
項
目

	

・
通
学
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
に
つ
い
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

砂す
な

田だ　

竜り
ゅ
う

一い
ち

～
9
月
5
日
の
本
会
議
に
て
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
～

政
策
サ
イ
ク
ル
決
算
を
次
の
予
算
に

つ
な
げ
よ
う
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月　日 時　間 会　議　名
こしの都ネットワーク

再放送予定時間
（変更になる場合もあります）

11月27日 ㈬ 午前10時 本会議（提案理由説明） 11月28日（木）午後6時

29日 ㈮ 午前10時 本会議（質疑） 12月 2 日（月）午後6時

12月4日 ㈬ 午前10時 本会議（代表質問） 12月 5 日（木）午後6時

6日 ㈮ 午前10時 本会議（一般質問） 12月10日（火）午後6時

9日 ㈪ 午前10時 本会議（一般質問） 12月11日（水）午後6時

10日 ㈫ 午前10時 本会議（一般質問・予備日）12月12日（木）午後6時

11日 ㈬ 午前10時 教育厚生委員会

12日 ㈭ 午前10時 産業建設委員会

13日 ㈮ 午前10時 総務委員会

16日 ㈪ 午前10時 議会活性化特別委員会

18日 ㈬ 午後1時 議会運営委員会

20日 ㈮ 午後2時
本会議（委員会審査結果報

告、質疑、討論、採決）
12月23日（月）午後6時

12月定例会の日程

問合先　市議会事務局　TEL 22-3426

こしの都ネットワーク
の場合

インターネット・
スマートフォンの場合

こしの都ネットワークで議会放送を見
るときは、92チャンネルです。
議会放送中、091チャンネルは図のよ
うになります。

本会議の録画映像は、いつでも、議員
ごとに、見ることができます。
議会中継をご覧になるときは、市の
ホームページから入って、次の手順で
アクセスしてください。

■越前市議会をクリック

■インターネット議会中継をクリック

議会放送を見るためには
リモコンのこのボタンで
092チャンネルに合わせ
てください。

【通常放送時】

【議会放送時】

地域ふれあいチャンネル

091ch

地域ふれあい地域ふれあい
チャンネルチャンネル
091ch091ch

議会放送議会放送

092ch092ch

議会放送議会放送
（（重なった場合重なった場合））
093ch093ch

チャンネル
︿
︿

議会中継は
こしの都ネットワークや
インターネット・スマートフォン
でもご覧いただけます

各
団
体
の
現
状
や
要
望
を
聴
く

総
務
委
員
会
（
８
月
29
日
実
施
）

　

越
前
市
防
災
士
の
会
で
は
、
防
災
研
修
会

の
開
催
、
出
前
講
座
の
講
師
、
地
域
防
災
訓

練
へ
の
協
力
等
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
区
や
町
内
会
で
の
自
主
防
災

組
織
や
防
災
士
の
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え

て
、
自
主
防
災
組
織
と
、
知
識
と
経
験
を
持

つ
防
災
士
の
会
と
が
、
し
っ
か
り
連
携
を
深

め
て
い
き
た
い
と
の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会
（
８
月
26
日
実
施
）

　

越
前
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
か
ら
、
運
営
上
の

困
り
ご
と
や
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
お
聴
き

し
、
自
由
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
い
た
行
事
の
盛
り

上
げ
や
近
年
の
異
常
な
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症

対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
若
い
世
代
の
職

員
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
ス
ポ
ー
ツ
行
政
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
の
熱
い
思
い
が
印
象

的
で
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
（
９
月
17
日
実
施
）

　

福
井
県
丹
南
農
林
総
合
事
務
所
、
越
前
た

け
ふ
農
業
協
同
組
合
、
福
井
県
農
業
協
同
組

合
か
ら
、
有
機
農
業
に
つ
い
て
の
現
状
や
今

後
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
農
業
全
般
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
５
年
後
、
10
年
後
の
担
い

手
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
、
有
機
農
業
を

拡
大
し
て
い
く
た
め
に
何
が
必
要
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

政
策
サ
イ
ク
ル
で
の
提
案
に
向
け
、テ
ー
マ
に
関
連
す
る
団
体
と
語
る
会
を
開
催
し
、

意
見
交
換
を
行
う
中
で
、事
業
の
深
掘
り
を
進
め
ま
し
た
。

越前市防災士の会（会場：越前市役所）

越前市スポーツ協会（会場：越前市役所）

越前たけふ農業協同組合、福井県農業協同組合、福井県丹南農林総合事務所（会場：越前たけふ農業会館）
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10/30 議員懇談会（越前市役所第3委員会室）10/30 議員懇談会（越前市役所第3委員会室）

~
議
員
懇
談
会
の
開
催
~

友
好
都
市
で
あ
る
高
山
市
の
市
議

会
と
四
年
に
一
度
、
お
互
い
の
議
会
を

訪
問
し
、
両
市
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
う
議

員
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
5
年
ぶ
り
に
高
山
市
議

会
が
来
越
し
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

懇
談
会
の
テ
ー
マ
は「
森
づ
く
り
に
つ

い
て
」で
、
両
市
議
会
議
員
が
活
発
に

意
見
交
換
を
行
い
、両
市
の
絆
を
よ
り

一層
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
意

見
交
換
の
成
果
を
今
後
の
議
会
活
動

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

正副議長に揮毫で工夫した点を述べる高校生

℡
（
22
）
３
４
２
６

問
合
先

市
議
会
事
務
局

今
号
の

題
字
揮
毫
者
か
ら

　
　  

メ
ッ
セ
ー
ジ

武生商工高校 ３年
桂川 姫奈さん

議場で模擬採決を体験する高校生

高校生らと正副議長　議場にて

　
　
　
高
山
市

市
議
会
議
員
が
来
越

友
好
都
市

題
字
揮
毫
等
の
３
校
書
道
部
を
招
待

題
字
揮
毫
等
の
３
校
書
道
部
を
招
待

正
副
議
長
と
面
談

正
副
議
長
と
面
談

議
会
だ
よ
り
第
77
号
か
ら
題
字
の
揮

毫
や
本
会
議
開
催
案
内
看
板
の
作
成
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
、
市
内
高
校
書
道

部
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
、
揮
毫
への
思
い

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
高
校
生
の
皆
さ

ん
は
、「
議
会
の
厳
格
な
イ
メ
ー
ジ
を
思

い
な
が
ら
書
き
ま
し
た
」「
字
体
を
崩

し
て
か
っ
こ
よ
く
見
え
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
」等
と
、
は
つ
ら
つ
と
正
副
議
長

に
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
議
場
見
学
で
は
、
議
会
の

仕
組
み
を
学
び
、
模
擬
採
決（
電
子
採

決
・
挙
手
採
決
）を
体
験
し
ま
し
た
。

挙
手
採
決
で
は
、「
18
歳
に
な
っ
た
ら

選
挙
の
投
票
に
行
く
か
」を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
全
員
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

丹
南
地
区
２
市
３
町

の
議
会
で
構
成
す
る
丹

南
地
区
市
町
議
会
議
長

会
で
は
、
丹
南
地
区
の

興
隆
発
展
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
協
議
や

意
見
交
換
、
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

10
月
25
日
に
、
福
井

県
観
光
連
盟 

観
光
地
域

づ
く
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

佐
竹
正
範
氏
とT

SU
GI 

llc.

代
表 

新
山
直
広
氏

を
講
師
に
迎
え
、「
福
井

県
観
光
の
新
た
な
潮
流

づ
く
り 

～
北
陸
新
幹
線

開
業
に
よ
る
挑
戦
～
」を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

丹
南
地
区
の
議
員
、

約
80
人
が
参
加
し
、
新

幹
線
開
業
後
の
観
光
に

つ
い
て
知
見
を
深
め
ま

し
た
。

講師講師

講師掛け合い講師掛け合い

▼
丹
南
地
区
市
町
議
会
議
長
会

広
域
で
の

　
観
光
推
進
を

10/25 丹南地区市町議会議長会議員研修会10/25 丹南地区市町議会議長会議員研修会
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